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食や農林漁業に関する国民の関心や理解を深める上で、農林漁業体験

は非常に重要です。食育基本法（平成17年法律第63号）、食育推進基本

計画（平成18年３月食育推進会議決定）及び第二次食育推進基本計画

（平成23年３月食育推進会議決定）において、農林漁業に関する体験活

動の重要性が明記されています。

農林漁業者等の指導のもと、多くの生産プロセスを体験する農林漁業

体験活動では、食育で求められる効果が発揮されます。農林漁業者やそ

の関係者は、食育の推進として農林漁業に関する様々な体験機会を積極

的に提供することが求められています。

本書は、教育ファームをこれから始めようとする方だけでなく、すで

に実施している方にも、より効果的な農林漁業体験を実践していただく

ために、手引きとして取りまとめたものです。

この手引きは、土台づくり編、体験の進め方編で、企画・運営の立ち上

げから農林漁業体験・食体験の手順、事後評価までを、知識編では、よ

り効果的な体験活動を行っていただくために参考となる基礎知識を掲載

しています。本書を、農林漁業体験を行う皆さまに活用していただき、

農林漁業体験活動に役立てていただければ幸いです。

最後になりましたが、本手引きの作成にご協力を賜りました関係者の

方々に、心より感謝申し上げます。

平成26年３月

農林水産省　消費・安全局　消費者情報官
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